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各関係機関の長 殿 

 

鹿児島大学農学部長 

岩井 久 

（公印省略） 

 

 

教員の公募について（依頼） 

 

 このたび、当学部では「国際食料資源学特別コース」の特任准教授又は特任講師を下記の要領

で公募いたします。貴機関で適任者がおられましたらご周知くださるようお願い申し上げます。 

 なお、貴機関以外で適任者をご存知の場合は、併せてご周知くださるようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．公 募 の 趣 旨  本特別コースは、本学農学部と水産学部が連携し、食料資源の持続的生

産とその合理的利用の分野の専門知識を修得し豊かな世界観と倫理観を

備え、グローバル化する産業社会に参画し、国際社会に貢献できる人材

を育成することを目的とし、平成 27年度に新たに設置されました。この

趣旨に沿い、本特別コースにおける教育と研究に取り組める人材を公募

いたします。 

２．職種および人員  特任准教授又は特任講師 １名 

３．勤 務 形 態  常勤 

４．所 属  農学部（国際食料資源学特別コース） 

５．専 門 分 野  国際農学 

６．応 募 資 格  １）国際農学に関する研究業績があり、国際食料資源学特別コースでの

教育・研究活動に従事できること。 

２）英語を常用語とする国又は学校教育を英語で行っている国で高等教

育を修了した者か、もしくはこれらの者と同等の英語能力を有する

者であること。 

３）博士（Ph.D.）の学位又はこれと同等の能力を有すること。 

４）国際食料資源学特別コースおよび農学部並びに農学研究科の授業科

目を担当できること。 

５）採用決定後、速やかに着任できること。 

７．採 用 予 定 日  平成 28年 6月１日 

８．契  約  期  間  平成 29年 3月 1日（平成 31年 3月 31日まで単年度契約にて更新可能） 

９．提 出 書 類  以下の書類を各１部または１通 

１）履歴書（高等学校卒業以降の学歴、職歴、学位の種類、受賞歴、資

格等、写真貼付、市販用紙可） 

２）研究業績の要約（2,000字以内） 

① 業績目録（査読のある学術論文、査読のない学術論文、著書、総

説、その他の刊行物、特許等に分け、それぞれ年代順に記載） 

② 代表論文等５編の別刷りまたはコピー 

３）教育業績の要約（企業等における研修指導等を含む。2,000字以内）  

４）学界活動の実績（招聘講演、学会賞、企画運営等） 

５）社会・国際貢献活動の実績（外部組織、地域活動への参画等） 

６）その他 

① 着任後の抱負 

② その他特記する事項 



 

  ※別刷り等以外の書類はＡ４判（横書き）とすること。 

  ※３）～５）については該当する事項がある場合に限る。 

10．書 類 提 出 先  〒890-0065 鹿児島市郡元一丁目 21番 24号 

鹿児島大学農学部 国際食料資源学特別コース教員選考委員長 宛 

（表書きに「国際食料資源学特別コース准教授・講師応募書類在中」と

朱書し、簡易書留または書留郵便とすること。また応募者の連絡先住所・

氏名を明記すること。） 

11. 提 出 期 限  平成 28年 4月 28日（木）午後 5時必着 

12. 選 考 方 法  当選考委員会で審議選考し、学部教授会の議を経て、候補者を決定しま

す。なお、審査の過程で面接を行う場合があります（旅費等は自己負担）。 

13. 問 合 せ 先  鹿児島大学農学部 国際食料資源学特別コース教員選考委員会 

委員長 坂上 潤一 TEL：099-285-8543 

                                        E-mail：sakagami@agri.kagoshima-u.ac.jp 

14.そ  の  他  本学は、男女共同参画社会基本法の精神に則り、女性研究者支援をはじめ

とする男女共同参画に係る取組を推進しており、女性研究者の積極的な

応募を歓迎いたします。また、業績及び評価において同等と認められた

場合には、女性を積極的に採用いたします。 

なお、支援内容の詳細（支援員制度、相談体制等）については、以下の

ホームページをご覧ください。 

鹿児島大学男女共同参画推進センターホームページ URL 

（http://atsuhime.kuas.kagoshima-u.ac.jp/） 

 

※この公募により取得した個人情報は、採用に係る必要な手続きを行うために利用するものであ

り、その目的以外での利用及び提供をすることはございません。 

 

付記： 国際食料資源学特別コースは、鹿児島大学の農学部と水産学部の連携により、平成 27 年

度に開設した学士課程のコースで、公募の趣旨にあるように、食料資源学に係るグローバル人材

の育成を目指すものです。英語に関する手厚い教育、英語により実施する授業、海外研修、海外

で実施する卒業プロジェクト、英語に堪能な TAの配置などにより、ユニークな教育体系を形成し

ます。コースの授業科目としては、両学部の開講科目から目的に従って選んだ科目の他に、コー

ス独自の英語による開講科目もあります。後者の科目としては、陸域食料生産、農畜水産物の利

用と流通、生物資源の新しい利用などを予定しています。学生の 1 学年定員は 22 名で、農学部、

水産学部に所属する教員 6 名が中心となり、両学部の教員の協力を得ながら教育にあたります。

また、平成 28年より、国費留学生の優先配置行うプログラムが設置され、毎年 4名の国費外国人

留学生が本コースに配置されます。今回募集する准教授又は講師には、この教員チームの一員と

なって頂きます。なお、採用者には、農学部および農学研究科の教育活動にも参加して頂きます。 


